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研究の全体概要 

 

本申請課題では、環境政策上重要であるプラスチック循環の推進における適正な化学物質管理に備

えるため、規制物質および未規制物質を含む多種多様な樹脂添加剤を対象とし、成果を相互に参照・反

映しながら二つのサブテーマで研究を実施する。 

サブテーマ①では、有機化合物の分析化学的手法を駆使し、製品や循環資源を対象に、ストックホル

ム条約や欧州RoHS指令等の国際的な規制対象物質およびその他未規制の広範な樹脂添加剤の実測調査

を行い、廃プラスチックの循環利用に伴って再生プラスチックへ混入している物質を添加剤機能（難

燃剤、可塑剤、等）ごとに明らかにする。また、ノンターゲット分析により、添加剤として使用されて

いる未知の物質の検出にも挑戦する。サブテーマ②では、樹脂添加剤として使用される多種の物質の

リストを作成し、その機能と使用されるプラスチック製品の対応関係を整理したデータベースを作成

する。また、プラスチック製品ごとにその処理・循環フローを整理、類型化し、先の情報と紐づけて、

添加剤機能ごとにプラスチック循環へのフローを整理する。そして、サブテーマ①で検出された主要

な物質について、サブテーマ②の整理を参照して、プラスチック循環への混入実態とその由来を添加

剤の機能ごとに推定、整理する。以上の結果を取りまとめ、国内のプラスチック資源循環政策推進の支

援および各種条約ガイドライン等策定のための情報基盤として提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



研究の全体概要図 

 


